
アフリカへの思い　～TICAD Ⅴ名誉大使 MISIAさん～

私は音楽を通じてアフリカを知りました。今もアフリカで音楽に触れる度に心
が躍ります。また自然や文化、人々の考え方や知恵に感動することも多い一方
で、アフリカには貧困や感染症・紛争といった課題も多くあります。しかし、こ
の悲しい状況を打破する力を持つ、素晴らしいものがたくさんあることも日本
の方に知って欲しいのです。アフリカから食べ物や衣類、資源など多くのもの
が日本に届き、私たちの生活を支えています。私たちと同じ時代に生きるアフ
リカのことに、どうぞ関心を持ってください。TICADが、日本とアフリカ、そ
して世界の未来を平和で明るく照らしてくれることを願っています。

MISIA ／1998年『つつみ込むように…』でデビュー以来、圧倒的な歌唱力で世界中の人々

を魅了する。一方で、生物多様性保全やアフリカの貧困撲滅など社会貢献活動にも積極的

に取り組んでおり、今回のTICAD Ⅴ開催に際しては、外務省より名誉大使に任命された。

岸田文雄（きしだふみお）／外務大臣。昭和32年生まれ。
昭和57年早大法学部卒。日本長期信用銀行に入社後、
議員秘書となる。平成5年衆議院選挙で初当選。現在まで
当選7回。建設政務次官、文部科学副大臣、内閣府特命
担当大臣（沖縄及び北方対策等）、消費者行政推進担当
大臣、宇宙開発担当大臣を歴任。平成24年12月から現職。

♪ MISIAさんによるTICAD V のテーマソング「MAWARE MAWARE （feat. Doudou N'Diaye Rose）」を、 
 機内オーディオ番組 「J ポップ・トゥデイ」にてお聴きいただけます。
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翼
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世
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。
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Message

TICAD Ⅴ閣僚級準備会合に参加した
アフリカ各国の閣僚との撮影に応じる
岸田外務大臣（於：アジスアベバ） ※註：サハラ砂漠以南のアフリカ

(C)Rhythmedia inc.

岸田文雄氏  ×  植木義晴
外務大臣 日本航空代表取締役社長

対談

「躍動のアフリカと手を携えて」

私たち JALは、航空輸送事業を通じ、地域と地域、人と人を結んで、様々な形で社会に貢献で
きるよう取り組んでいます。6月、日本はもちろん世界とアフリカを結び、国際社会とともに
アフリカ支援を推進するため、日本が主導する「アフリカ開発会議（TICAD）」が開催されます。
そこで、今回で5回目となるこの会議の目的や内容に関して、会議開催に向けた準備の指揮を
執られる岸田外務大臣に、植木義晴がお話を伺いました。 ※この対談は2013年4月17日に行われました
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vol.03
より良い社会を
繫げるために、
私たちができること。

私たちが大切に考える4つの分野 日本と世界を結ぶ 安全・安心 次世代育成 環境

私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、こちらでもご覧いただけます。  www.jal.com/ja/csr
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